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大
廻
和
彦
さ
ん

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
原
街
道
と
環
八
の
交
差
点
か
ら
程
近
い
場
所
に
あ
る
の
が
、
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
空
調
換
気
設
備

を
き
れ
い
に
す
る
会
社
、
日
本
ウ
イ
ン
ト
ン
株
式
会
社
。
同
友
会
へ
の
入
会
は
11
年
前
と
古
い
が
、
参

加
を
は
じ
め
た
の
は
一
昨
年
の
秋
と
い
う
代
表
取
締
役
・
大
廻
和
彦
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

今
年
で
創
業
34
年
目
を
迎

え
、
主
に
、
ビ
ル
や
マ

ン
シ
ョ
ン
の
空
調
換
気

設
備
を
き
れ
い
に
す
る
会
社
・
日
本

ウ
イ
ン
ト
ン
。
社
長
の
大
廻
和
彦
さ

ん
は
、
同
友
会
へ
の
入
会
が
11
年
前

に
も
関
わ
ら
ず
、
一
昨
年
の
秋
か
ら

積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
も
と
も
と
、
大
田
支
部
の
有
倉
さ

ん
た
ち
が
や
っ
て
い
た
「
右
腕
塾
（
幹

部
社
員
が
、
社
長
の
右
腕
と
な
る
よ

う
に
す
る
塾
）」
に
あ
る
時
参
加
し
て

み
た
ん
で
す
。
そ
こ
に
い
た
講
師
の
方

や
参
加
企
業
の
皆
さ
ん
が
元
気
に
満

ち
溢
れ
て
い
て
、
参
加
す
る
だ
け
で

元
気
に
な
れ
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、

同
友
会
の
【
朝
礼
見
学
会
】
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
か

ら
朝
礼
は
や
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
事

務
連
絡
が
大
半
で
、
会
が
進
む
に
つ

れ
皆
の
声
が
小
さ
く
な
り
、
聞
く
方

も
朝
か
ら
暗
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

や
は
り
朝
な
の
で
、「
よ
し
、
今
日
も

や
る
ぞ
！
」
と
い
う
朝
礼
の
方
が
い

い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
で
、
う
ち

も
そ
れ
を
取
り
入
れ
よ
う
と
参
加
し

て
い
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
ね
。」

取
材
を
行
っ
た
会
議
室
は
会
社
の

入
り
口
か
ら
シ
ー
ス
ル
ー
で
見
え
る
場

久
米
さ
ん
と
の

出
会
い
は
、
昭
和

60
年
12
月
で
し
た
。

私
よ
り
半
年
早
く

大
田
支
部
も
ま
だ
1
2
0
名
程
度

の
会
員
数
で
、
㈱
サ
ヤ
カ
の
猿
渡
社

長
が
支
部
長
の
頃
で
す
。
支
部
で
幹

事
会
を
開
い
た
ら
、
支
部
長
を
含
め

て
３
名
し
か
集
ま
ら
な
か
っ
た
事
も
あ

る
程
度
の
活
動
状
況
で
し
た
。
猿
渡

さ
ん
が
、
思
わ
ず
こ
ん
な
状
態
で
は

や
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
と
、
ぼ
や
い
た

と
こ
ろ
、
す
か
さ
ず
集
ま
っ
た
者
に
文

句
を
言
う
な
。
集
め
る
努
力
を
す
る

の
が
君
の
役
割
り
だ
と
諭
さ
れ
て
、

発
奮
し
会
員
集
め
に
頑
張
っ
た
と
い
う

話
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

丁
度
そ
の
時
期
に
、
大
田
支
部
の

礎
を
創
り
出
し
た
人
材
が
続
々
と
集

ま
り
だ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
代
り
、

頼
ま
れ
れ
ば
仕
事
も
早
い
し
、
ア
イ

デ
ア
も
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
が
、
口

数
も
多
く
、
ま
さ
に
百
家
争
鳴
の
時

代
で
し
た
。

久
米
さ
ん
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
体

型
と
し
ゃ
が
れ
た
声
で
、
支
部
運
営

に
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
、
支
部
を

支
え
て
き
ま
し
た
。

久
米
さ
ん
が
支
部
長
に
な
る
頃
に

は
、
会
員
数
も
2
0
0
名
程
に
増
え
、

共
同
求
人
や
社
員
教
育
や
立
正
大

学
・
都
立
高
専
と
の
交
流
や
、
21

研
・
大
田
区
産
業
振
興
課
と
の
交
流

な
ど
多
様
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

「
魔
は
天
頂
に
住
む
」
と
の
諺
が
あ

り
ま
す
が
、
会
社
の
経
営
も
、
Ｉ
Ｔ

バ
ブ
ル
の
好
調
な
時
か
ら
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
や
Ｉ
Ｔ
不
況
の
苦
闘
な
ど
、

大
き
な
時
代
の
変
化
に
対
応
し
な
が

ら
、
や
っ
と
一
息
が
付
け
る
な
と
い
う

時
、
病
魔
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
東
大

病
院
に
入
院
し
、
最
先
端
の
白
血
病

の
治
療
を
受
け
ま
し
た
が
、
薬
石
功

な
く
、
残
念
な
事
に
な
り
ま
し
た
。

68
歳
は
早
す
ぎ
る
し
、
も
う
少
し

生
き
て
人
生
に
彩
を
加
え
た
い
と
思
っ

て
い
た
、
奥
様
を
は
じ
め
御
家
族
に

と
っ
て
も
、
無
念
な
思
い
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

残
念
な
事
だ
が
、
も
う
一
緒
に
酒

も
飲
め
な
い
。
カ
ラ
オ
ケ
で
十
八
番
の
、

「
い
い
日
旅
立
ち
」
も
、
も
う
聞
け
な

い
。
今
日
よ
り
明
日
が
良
く
な
る
と
、

日
本
の
未
来
を
信
じ
ら
れ
た
時
か
ら
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
に
晒
さ
れ
、
人
口

減
少
が
進
み
、
停
滞
の
時
を
迎
え
、

ま
さ
に
中
小
企
業
の
真
価
が
問
わ
れ

る
時
に
、
君
は
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。
同

じ
時
代
を
生
き
た
仲
間
と
し
て
、
痛

切
な
思
い
が
あ
り
ま
す
。
お
互
い
、

社
員
や
後
継
者
の
成
長
を
楽
し
み
に
、

会
社
の
行
く
末
を
語
り
合
う
時
間
が

欲
し
か
っ
た
。
本
当
に
残
念
で
す
。

心
か
ら
、
ご
冥
福
を
祈
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

所
に
あ
り
、
そ
の
会
議
室

の
奥
の
小
さ
な
窓
か
ら
見

え
る
の
は
、
社
内
に
設
置

さ
れ
た
カ
ビ
の
研
究
所

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
カ
ビ
相
談
セ

ン
タ
ー
」。
多
く
の
方
が
頭

を
悩
ま
す
カ
ビ
の
問
題
を

解
決
す
る
相
談
窓
口
と
し

て
、
日
本
の
カ
ビ
研
究
の

第
一
人
者
で
あ
る
高
鳥
浩

介
先
生
を
中
心
に
、
日
々

研
究
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
J
A
I
C
A
と
協
力

な
野
菜
を
販
売
す
る
マ
ル
シ
ェ
や
お
掃

除
教
室
も
開
く
よ
う
に
な
っ
た
。

「
同
業
者
団
体
の
仕
事
も
し
て
い
る

の
で
、
同
業
の
社
長
と
話
す
機
会
は

多
い
の
で
す
が
、
同
友
会
で
は
、
異
業

種
の
経
営
者
た
ち
と
交
流
が
で
き
る

の
で
、
刺
激
を
受
け
ま
す
。
経
営
課

題
や
人
の
問
題
だ
っ
た
り
す
る
ん
で
、

そ
う
い
う
意
味
で
は
「
悩
ん
で
る
の
は

俺
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
」
っ
て
思
え
て
。

刺
激
も
も
ら
え
る
し
元
気
も
も
ら
え

る
の
が
い
い
で
す
ね
。」

取
材
・
針
谷
周
作
・
佐
々
木
正
勝
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事
業
で
毎
年
エ
ジ
プ
ト
か
ら
の
研
修

生
を
受
け
入
れ
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
中

の
カ
ビ
問
題
の
研
究
や
、
関
西
学
院

大
学
と
共
同
で
高
松
塚
古
墳
の
壁
画

保
護
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
住
宅
の
エ
ア
コ
ン
や
換
気

ダ
ク
ト
、
レ
ン
ジ
フ
ー
ド
な
ど
の
清
掃

事
業
を
始
め
て
か
ら
地
域
の
方
と
交

流
が
増
え
、
現
在
で
は
地
域
の
方
向

け
に
、
社
員
の
田
舎
で
育
っ
た
新
鮮

日
本
ウ
イ
ン
ト
ン
株
式
会
社

社
内
に
設
置
さ
れ
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
カ
ビ

相
談
セ
ン
タ
ー
」。
カ
ビ
研
究
の
権
威
・
高

鳥
浩
介
さ
ん
が
陣
頭
を
と
る
。

自社のキャラクター「ベント君」と一緒に撮影（8月29日）。

 

会
社
訪
問

月　日 カテゴリー

経営指針を深める会

経営指針を深める会

幹事会

経営指針を深める会

経営指針を深める会

例会

例会

一泊幹事会

例会

例会

幹事会

幹事会

経営指針を深める会

幹事会

場所 報告者/講師 担当ブロック 司会 担当

2月25日

1月28日

1月14日

12月12日

11月26日

11月6日

10月15日

2月14日/15日

1月21日

12月17日

12月10日

11月12日

10月23日

10月8日

太田支部 今後のスケジュール Schedule
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visits

追 悼

久
米
正
資
さ
ん

の
思
い
出

㈱
湯
建
工
務
店  

湯
本
良
一

入
会
し
て
い
た
久
米
さ
ん
は
、
都
立

高
専
交
流
委
員
会
の
委
員
長
を
任
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
産
業
の
黎
明
期
で
、

富
士
通
の
第
１
次
協
力
工
場
を
経
営

し
て
お
り
、
同
友
会
に
入
会
し
て
、

４
ケ
月
で
専
門
委
員
会
の
委
員
長
に

選
ば
れ
る
、
か
な
り
存
在
感
の
あ
る

方
で
し
た
。

中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
は
ま
だ
手
が
届
か
ず
、
ワ
ー
ド
プ

ロ
セ
ッ
サ
ー
が
30
万
円
程
度
の
価
格

で
や
っ
と
普
及
し
だ
し
た
時
代
で
す
。

で
す
か
ら
、
富
士
通
と
い
う
名
前
を

聞
く
だ
け
で
、
そ
の
最
先
端
企
業
に

関
連
す
る
久
米
社
長
に
対
し
て
、
少

し
気
後
れ
す
る
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

私
も
、
久
米
さ
ん
と
縁
を
持
ち
た
く

て
、
都
立
高
専
の
委
員
に
手
を
上
げ

た
こ
と
を
、
思
い
出
し
ま
す
。

◆ 

新
入
会
員
・
復
活
会
員

旭
産
業
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

山
田 

誉
路
［
ヤ
マ
ダ 

タ
カ
ミ
チ
］ 

有
限
会
社 

三
長 

代
表
取
締
役 

森
田 

恵
里
子
［
モ
リ
タ 

エ
リ
コ
］ 

（
休
会
か
ら
の
復
活
）

◆ 

会
員
交
替

株
式
会
社 

ミ
ナ
ミ
商
事 

代
表
取
締
役

博
田 

一
宏
［
ハ
カ
タ 

カ
ズ
ヒ
ロ
］ 

（
ナ
ン
カ
堂 

大
河
内
氏
か
ら
交
替
）

株
式
会
社 

日
興
製
作
所 

代
表
取
締
役
社
長

久
米 

正
啓
［
ク
メ 

マ
サ
ヒ
ロ
］

（
久
米
正
資
氏
か
ら
交
替
）

同
友
会
大
田
支
部 

会
員
紹
介

　私が同友会に入会したのは、2011 年の創業時。高校と大学で同じ
だった先輩が、東京同友会の事務局にいたのがきっかけだ。入会当初
は、「こんな会があるんだけれど、来ませんか？」とお誘いを受け、例
会や講演会などに出席した。しかし、当初は、まだ会の全貌がつかめず、
印象はぼんやりとしたものだった。
　そんな状況が一転したのは、ブロック会に参加してからだ。現在は
池上の温野菜で毎月の月はじめに開催されている「リバーサイドブロッ
ク会」に参加しているのだが、大田区の個性的な経営者がやってきて
鍋をつつきながら会話をする。そして、何度も通っているうち、何気
ない会話の中でぽつりぽつりと出て来る経営者の光るアイデアや耳寄
りの情報がいち早くつかめるすばらしい会だと思うようになった。現
在大田支部では、この「リバーサイド」と「大森」の２つのブロック
会がある。日頃の社長業の発想の転換に、ぜひ気軽に御参加ください。

同友会大田支部が贈るブロック会に
参加しませんか？

コトノハ ㈱ 針谷周作

も っ と「 お お た の 同 友 」を 知 ろ う ！  参 加 し よ う ！

場所未定

場所未定

場所未定

場所未定

場所未定

きゅりあん

Pio

KKR熱海の予定

場所未定

場所未定

場所未定

Luz

Luz

Luz

経営研究集会

有倉

分科会担当

正副支部長

幹事会

幹事会

山崎

荒井・河津

高萩

大廻

井上

荒井

井上

大廻・河津

河津

有倉
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大
田
支
部
の
三
崎
で
す
。

昨
今
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
と
い
う

言
葉
が
マ
ス
コ
ミ
で
盛
ん
に
取
沙
汰
さ

れ
て
い
ま
す
が
、「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」

と
囁
か
れ
な
い
た
め
に
は
ど
こ
に
重

点
を
置
い
て
労
務
管
理
す
べ
き
か
、

厚
労
省
の
調
査
「
若
者
の
『
使
い
捨

て
』
が
疑
わ
れ
る
企
業
へ
の
取
り
組

４
期
連
続
の
赤
字
に
あ
え
い
で
い

た
名
古
屋
駅
前
の
老
舗
ホ
テ
ル
。
経

営
陣
の
退
陣
で
、
新
た
な
総
支
配
人

に
選
ば
れ
た
柴
田
秋
雄
氏
は
、
リ
ス

ト
ラ
で
も
、
成
果
主
義
導
入
で
も
な

い
改
革
に
乗
り
出
す
…
。
経
営
者
な

み
」（
2
0
1
3
年
9
月
）
に
お
け
る

重
点
確
認
事
項
を
踏
ま
え
て
、
ポ
イ

ン
ト
を
3
つ
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

●	

求
人
条
件
は
契
約
内
容
と
一
致
し

て
い
る
こ
と

●	

長
時
間
労
働
対
策
に
隙
を
残
さ
な

い
こ
と

●	

パ
ワ
ハ
ラ
を
許
さ
な
い
職
場
環
境

を
整
備
し
て
お
く
こ
と

特
に
、
2
番
目
の
● 

長
時
間
労
働

対
策
に
隙
を
残
さ
な
い
こ
と
、
に
つ

い
て
は
、
せ
っ
か
く
裁
量
労
働
制
や

定
額
残
業
代
制
度
を
取
り
入
れ
て
い

て
も
、
協
定
届
を
作
成
し
て
い
な
い
、

何
時
間
分
の
残
業
代
な
の
か
を
明
示

（
契
約
書
・
給
与
明
細
な
ど
）
し
て
い

な
い
が
た
め
に
、
裁
判
で
全
否
定
さ

れ
、
残
業
代
を
丸
々
支
払
う
羽
目
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。（
ダ
ブ
ル
パ
ン

チ
で
す
）。

今
回
取
り
上
げ
た
３
つ
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
す
ぐ
に

で
も
対
応
で
き
る
対
策
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
と
も
自
社
の
「
労
働
時
間
設

計
」
に
隙
は
無
い
か
、
見
直
し
て
い

た
だ
き
転
ば
ぬ
先
の
リ
ス
ク
回
避
と

し
て
く
だ
さ
い
。

三
崎
亜
紀
子（
社
会
保
険
労
務
士
）

ら
涙
流
さ
ず
し
て
観
る
こ
と
の
で
き

な
い
こ
の
感
動
的
な
映
画
の
上
映
会

が
、
大
田
支
部
「
社
員
の
心
に
灯
を

つ
け
て
明
る
く
元
気
な
社
風
を
創
る

会
」
の
手
に
よ
り
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
2
0
0
名
を
越
え
る
参
加
者
は
、

お
も
に
大
田
支
部
の
経
営
者
と
社
員

た
ち
。
柴
田
氏
と
監
督
の
岩
崎
氏
に

よ
る
講
演
の
後
、
実
際
に
、
明
日
か

ら
会
社
で
実
践
で
き
る
こ
と
は
何
か

と
、
経
営
者
と
社
員
た
ち
に
よ
る

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
経
営
を
す
る
と
は
何
か
？　

　

働
く
と
は
何
か
？　

経
営
者
・
従

業
員
双
方
が
考
え
さ
せ
ら
れ
た
有
意

義
な
上
映
・
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

映
画『
日
本
一
幸
せ
な
従
業
員
を
つ
く
る
！
』 

上
映
会
＠P

io

「
社
員
の
心
に
灯
を
つ
け
て
明
る
く
元
気
な
社
風
を
創
る
会
」企
画

2
0
1
4
年
6
月
18
日
開
催

東
京
経
営
研
究
集
会
と
は
、
東
京
中
小
企
業
火
同
友
会

の
各
支
部
、
委
員
会
、
部
会
の
研
究
成
果
を
、
年
に
１
度
、

全
体
に
集
う
と
い
う
目
的
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

三
崎
経
営
労
務
事
務
所

三
崎
亜
紀
子

第
21
回
東
京
経
営
研
究
集
会
が

11
月
６
日（
木
）き
ゅ
り
あ
ん
に
て
開
催
！

「
経
営
に
効
く
T
ip
s
！
」
と

い
う
こ
と
で
、
今
回
は
、
久
が

原
で
労
務
事
務
所
を
開
か
れ
て

い
る
三
崎
亜
紀
子
さ
ん
に
ご
登

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
N
E
X
T
 S
T
A
G
E 

〜
時
代
に
挑
戦
し
、
革
新
し
続
け
る
中
小
企
業
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ

の
も
と
、
第
21
回
東
京
経
営
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
る
。
ま
さ
に
、
経
営
の
た
め
に
な
る
催
し

が
目
白
押
し
だ
。
良
品
計
画
の
松
井
忠
三
氏
の
講
演
や
、
ク
ロ
ノ
ゲ
ー
ト
の
見
学
な
ど
、
同
友

会
大
田
支
部
が
陣
頭
指
揮
を
と
る
こ
の
経
営
研
究
集
会
を
見
逃
す
な
！

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
か
ら
国
内
外
の

施
策
や
取
組
状
況
、
近
未
来
展
望
を

紹
介
し
語
り
合
い
ま
す
。
環
境
経
済

先
進
国
ド
イ
ツ
を
参
考
に
N
P
O
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
を
実
践
し
地
域

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
、
ま

た
国
内
最
大
級
の
「
環
境
展
」
を
主

宰
す
る
方
に
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

災
害
発
生
‼

そ
の
時
、
あ
な
た
の
会
社
は

大
丈
夫
？

〜
安
心
と
信
頼
を
生
む
、災
害
リ
ス
ク
を
回
避

す
る
た
め
の
B
C
P（
事
業
継
続
計
画
）〜

で
き
る
、
地
域
活
性
化
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
！

〜
意
識
改
革
と
中
小
企
業
の
技
術
革
新
で
〜

歴
史
あ
る
企
業
を
人
間
力
で

再
生
、
そ
し
て
百
年
続
く
企
業

を
め
ざ
し
て
！

保
証
問
題
の
到
達
点
「
経
営
者
保
証
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
中
小
企
業
を

ど
う
変
え
る
か
！
」

価
値
観
の
共
有
が
組
織
を

ま
と
め
、
活
力
を
与
え
る

〜
社
員
が
自
ら
考
え
る
企
業
を
め
ざ
し
て
〜

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
重
視
の

職
場
づ
く
り

〜
障
害
者
雇
用
の
成
功
事
例
・
失
敗
事
例
〜

経
営
指
針
の
実
践
で

企
業
再
生
‼

〜
後
継
者
の
覚
悟
〜

中
小
企
業
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
可
能
性
を
探
る

〜
成
長
刺
激
と
相
互
作
用
〜

企
業
変
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用

し
た
企
業
変
革
へ
の
取
り
組
み

温
故
知
新　

旧
東
海
道
革
新
の
歴
史
を
探
る

思
い
を
つ
な
ぐ
事
業
承
継
・

渡
す
準
備
、
引
き
継
ぐ
決
意

〜
事
業
継
承
で
見
え
る
課
題
と
取
り
組
み
〜

ヤ
マ
ト
運
輸「
羽
田
ク
ロ
ノ
ゲ
ー
ト
」

視
察
分
科
会

バ
リ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
構
想
か
ら
み
る

ヤ
マ
ト
運
輸
の
戦
略
と
物
流
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

第
7
分
科
会 

◎ 

エ
コ
委
員
会

第
１
分
科
会 

◎ 

都
心
協
議
会

第
8
分
科
会 

◎ 

政
策
渉
外
本
部

第
2
分
科
会 

◎ 

西
部
協
議
会

第
9
分
科
会 

◎ 

障
害
者
委
員
会

第
3
分
科
会 

◎ 

東
部
協
議
会

第
10
分
科
会 

◎ 

港
支
部
・
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
研
究
会

第
4
分
科
会 

◎ 

北
部
協
議
会
／
経
営
労
働
委
員
会

第
11
分
科
会 

◎ 

南
部
協
議
会

移
動
式
分
科
会

移
動
式
分
科
会

第
5
分
科
会 

◎ 

多
摩
地
域
三
支
部

第
12
分
科
会 

◎ 

南
部
協
議
会

第
6
分
科
会 

◎ 

シ
ニ
ア
青
春
の
会 

青
年
部

企
業
が
自
然
災
害
等
に
よ
っ
て
事
業

資
産
に
災
害
を
被
る
場
合
、
中
核

と
な
る
事
業
の
継
続
、
ま
た
は
早
期

復
旧
を
可
能
と
す
る
為
に
平
常
時

か
ら
行
う
べ
き
活
動
を
決
め
て
お
く

B
C
P
（
事
業
継
続
計
画
）
に
つ
い

て
、
東
京
都
中
小
企
業
B
C
P
策
定

支
援
事
業
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
小
野

社
長
に
お
話
を
聞
き
ま
す
。

「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
よ
り
中
小
企
業
の
資
金
調
達
に

今
ま
で
と
は
違
っ
た
風
が
吹
き
始
め
て

い
ま
す
。
中
小
企
業
の
経
営
者
を
は
じ

め
金
融
機
関
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
に

参
画
し
た
方
、
民
法
改
正
に
取
り
組
む

弁
護
士
の
方
を
交
え
、
経
営
者
の
個
人

保
証
の
在
り
方
、
今
後
の
動
向
、
課
題

に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
す
。

創
業
か
ら
1
9
6
4
年
の
電
卓
登
場

ま
で
国
産
の
機
械
式
計
算
機
「
タ
イ

ガ
ー
計
算
器
」
で
広
く
知
ら
れ
た
㈱
タ

イ
ガ
ー
。
1
9
8
1
年
、
営
業
職
と
し

て
入
社
し
、
2
0
0
1
年
に
は
同
社
社

長
に
就
任
し
た
竹
添
氏
に
、
バ
ブ
ル
崩

壊
を
し
の
ぎ
、
運
送
業
界
に
特
化
し
た

戦
略
で
同
社
を
再
生
し
た
手
腕
に
つ
い

て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

法
定
雇
用
率
が
気
に
な
り
だ
し
た
企

業
や
、
社
内
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

調
者
が
発
生
し
た
と
き
の
対
策
と
し

て
、
障
害
者
雇
用
を
始
め
た
企
業
、

当
事
者
、
送
り
出
し
た
支
援
機
関

か
ら
お
話
を
聞
き
、
ま
た
東
京
同
友

会
内
に
あ
る
連
携
を
使
っ
た
事
例
も

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

創
業
27
年
を
迎
え
創
業
時
5
名
だ
っ

た
社
員
数
は
現
在
3
0
0
名
。
そ
の

発
展
の
背
景
に
あ
る
「
技
術
研
究
や

社
員
教
育
を
重
視
す
る
会
社
方
針
、

人
間
関
係
を
尊
重
す
る
精
神
が
生
む

企
業
風
土
」
な
ど
（
株
）
エ
ム
・
ソ
フ

ト
の
小
暮
氏
に
会
社
の
歩
み
、
ま
た

同
友
会
で
学
び
、
実
践
し
て
き
た
こ

と
を
中
心
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

異
業
種
が
協
力
し
て
の
新
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
と
商
圏
拡
大
、
ま
た
新
製
品

の
研
究
・
開
発
の
事
例
を
発
表
し
て

も
ら
い
ま
す
。
中
小
企
業
が
コ
ラ
ボ

し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や
リ
ソ
ー
ス
を
共
有

し
あ
う
こ
と
で
製
品
開
発
や
商
圏
拡

大
へ
の
可
能
性
が
グ
ッ
と
広
が
り
ま

す
。
そ
の
実
例
や
、
そ
れ
に
伴
っ
て

直
面
す
る
障
害
に
も
迫
り
ま
す
。

父
の
負
債
を
抱
え
、
毎
日
が
資
金
繰

り
と
借
金
対
策
。
従
業
員
の
意
識

も
低
下
し
経
営
悪
化
に
悩
ん
で
い
た

所
、
同
友
会
で
経
営
指
針
成
文
化
を

受
講
す
る
。
以
来
、
同
友
会
共
同
求

人
で
新
人
採
用
を
し
始
め
る
な
ど
、

会
社
は
変
わ
っ
て
い
く
様
子
を
お
話

い
た
だ
き
ま
す
。

し
な
が
わ
水
族
館
の
水
槽
の
裏
側
や

ろ
過
の
仕
組
み
、
機
械
室
な
ど
の

日
頃
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
裏
方

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
。
そ
の
ほ
か
、
江
戸

末
期
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
環
境
変
化

に
対
応
し
て
き
た
浜
川
砲
台
や
竜
馬

像
、
ま
た
海
外
へ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
成
功
し
た
旧
品
川
宿
の
ま
ち
づ

く
り
を
見
学
し
ま
す
。

町
田
支
部
は
他
支
部
に
先
駆
け
て

「
企
業
変
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
ス
テ
ッ

プ
１
及
び
２
」
の
勉
強
会
を
開
催

し
、
企
業
変
革
を
強
く
打
ち
出
し

て
き
ま
し
た
。
今
年
も
「
ス
テ
ッ
プ

２
の
勉
強
会
」
な
ど
を
開
催
し
、
そ

の
変
革
の
推
進
役
で
あ
る
（
株
）
マ

ネ
ー
ジ
ビ
ジ
ネ
ス
の
速
水
氏
に
、
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
報
告
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

流
通
革
新
を
実
現
し
、
新
し
い
時
間

と
空
間
を
提
供
す
る
ヤ
マ
ト
グ
ル
ー

プ
最
大
の
ス
ー
パ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

「
羽
田
ク
ロ
ノ
ゲ
ー
ト
」
の
現
地
視
察

や
付
加
価
値
を
生
み
出
す
物
流
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
「
バ
リ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
構
想
」、
そ
し
て
ヤ
マ
ト
グ

ル
ー
プ
の
経
営
戦
略
を
探
り
ま
す
。

会
社
の
継
続
を
考
え
た
と
き
に
必
ず

直
面
す
る
事
業
継
承
の
問
題
。
思
い

や
風
土
を
ど
う
後
継
へ
と
引
き
継
ぐ

の
か
？
事
業
承
継
を
通
じ
て
見
え
て

く
る
課
題
を
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い

く
べ
き
か
？
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

イベントレポ !
経営に効くTIPS !

東
京
経
営
研
究
集
会
は
、
お
陰
さ

ま
で
今
年
で
21
回
目
を
迎
え
、
通
称

〝
21
研
〞
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。そ

の
記
念
講
演
と
い
た
し
ま
し
て

2
0
1
4
年
11
月
6
日
に
は
大
井
町

「
き
ゅ
り
あ
ん
」
に
お
い
て
「
38
億
円

の
赤
字
か
ら
Ｖ
字
回
復
！
無
印
良
品

は
仕
組
み
が
9
割
」
と
題
し
、
講
師

に
株
式
会
社
良
品
計
画
代
表
取
締
役

会
長
（
兼
）
執
行
役
員
の
松
井
忠
三

氏
を
お
迎
え
し
ま
す
。

松
井
氏
は
13
年
前
、
38
億
円
の
赤

字
を
出
し
て
経
営
危
機
に
陥
っ
た
良

品
計
画
の
社
長
に
就
任
以
来
、
奇
跡

の
V
字
回
復
を
実
現
。
そ
の
復
活
の

原
動
力
と
な
っ
た
、
独
自
の
「
仕
組

み
づ
く
り
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
）」
を

は
じ
め
、「
仕
事
を
効
率
化
す
る
」、

「
チ
ー
ム
の
力
を
引
き
出
す
」、「
成

果
を
上
げ
る
」
具
体
的
な
方
法
や
、

い
か
に
し
て
現
場
で
の
問
題
点
を
把

握
し
、
組
織
改
革
へ
繋
げ
て
い
っ
た

の
か
、
実
際
の
現
場
で
の
取
り
組
み

や
そ
の
結
果
と
し
て
見
え
て
き
た
も

の
ま
で
、
体
験
を
交
え
て
お
話
し
て

く
だ
さ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
本
研
究
集
会
を
取
り
仕

切
る
の
が
、
わ
が
大
田
支
部
の
佐
々

木
正
勝
氏
だ
。「
経
営
者
の
皆
様
に

と
っ
て
、
次
の
時
代
へ
（
N
E
X
T 

S
T
A
G
E
）
前
進
す
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
（
技
術
革
新
・
改
善
）
を
起

こ
す
刺
激
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。」

と
語
る
佐
々
木
氏
。

ま
た
同
日
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
委

員
会
や
支
部
に
よ
る
12
の
分
科
会
も

開
催
さ
れ
る
。
ど
れ
も
見
逃
し
た
く

な
い
が
、
注
目
は
、
や
は
り
流
通
に

革
命
を
起
こ
す
ヤ
マ
ト
運
輸
様
の

「
羽
田
ク
ロ
ノ
ゲ
ー
ト
見
学
」
だ
ろ
う
。

大
田
支
部
で
ご
活
躍
中
の
経
営
者

の
方
々
は
、
ぜ
ひ
こ
の
研
究
集
会
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

経営者のためになる！研究集会、イベント目白押し！
㈱
興
伸 

代
表
取
締
役

千
代
田
支
部

小
野 

伸
太
郎

武
蔵
野
大
学
法
学
部
教
授
・

立
教
大
学
法
学
部
兼
任
講
師

中
村 

廉
平
（
有
）ま
る
み
名
刺
プ
リ
ン
ト
セ
ン
タ
ー 

代
表
取
締
役
社
長  

八
王
子
支
部

東
京
同
友
会
・
障
害
者
委
員
会 

委
員
長

三コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

鴨 

岐
子

品
川
区
商
業
・
観
光
課
、し
な
が
わ
観
光
協
会

旧
東
海
道
品
川
宿
周
辺
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

品
川
水
族
館
／
品
川
区
の
み
な
さ
ん
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※大規模災害が起こった場合は、
主催者の判断で会を中止いたします。

開 催スケジュール

日時
2014年 11月６日
13:00-20:45

（12:30 受付開始）

参加費
■ 分科会＋記念講演

5000 円
■ 分科会＋記念講演

＋懇親会
8000 円

12:30 受付開始
　　  　（総合受付 きゅりあん７階）
※移動分科会は現地集合となります。
　第 11・12 分科会毎の集合場所・時間を必ず

御確認願います。

13:00 分科会開始
16:30 分科会終了
17:00 セレモニー開始
 記念講演開始
19:00 記念講演終了
19:15 懇親会開始
20:45 閉会

【きゅりあんへのアクセス】大井町駅徒歩１分
【お問い合わせ】03-5479-4100

至品川

至大森
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第一京浜

立会小学校
品川郵便局
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青
物
横
町
駅きゅりあん

鮫洲駅


